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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20252025 99
会員数 893 名会員数 893 名
令和７年9月1日現在令和７年9月1日現在

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年2.00％（令和７年 9月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

◇任期満了に伴う議員改選が進む
　　　　～選任された3号議員9名を確定告示～
◇新入会員紹介
◇第61回館山湾花火大会
　　　　～昨年を上回る７万人の観客で盛況裡に開催～
◇潮流を読む
　「地方圏からの預金流出のメカニズムとその影響」
◇中小企業のセキュリティ対策
　対策状況把握にツールの活用を
◇トレンド通信
　『かむこと』の深掘りで新たなビジネスチャンスの可能性
◇日本史のトビラ  「経営の神様・松下幸之助」
◇クラウドな話  「流れ星とパッション」
◇青年部の窓  花火とフラメンコ2025
◇専門家による経営相談をご利用ください

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 9 月 10 日（2）

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

事業所名 代表者 住　所 営業種目

【会員】 船形ハウス 小堀和行 船形 1278-29 宿泊業

〃 ゆのんずラーメン 横山　崇 北条 1264-4 飲食業

〃 ここのみクリニック 田中耕一 北条 2549-14 無床診療所

〃 ㈱塚原緑地研究所館山事業所 中丸　仁 上真倉 2237-1 公共サービス業、コンサルタ
ント事業、アウトドア他

〃 AKIHIRO NAKAMURA 
FRAME OF MIND ㈱

中村明博 沼 830-1 美術関連業

〃 コモドプラン 金子幸司 山本 2399-1 通信ｼｽﾃﾑ設計・製造、自然農
法農園の運営他

新入会員紹介 どうぞよろしくお願いいたします！

任
期
満
了
に
伴
う
議
員
改
選
が
進
む

～
選
任
さ
れ
た
３
号
議
員
９
名
を
確
定
告
示
～

各
部
会
に
対
す
る
２
号
議
員
21
名

の
割
当
数
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
９
月
３
日
か
ら
11
日

の
間
に
開
催
さ
れ
る
部
会
会
議
に

お
い
て
各
部
会
か
ら
部
会
選
出
の

２
号
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

　

第
３
回
常
議
員
会
で
決
定
し
た

各
部
会
の
割
当
数
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

商
業
部
会　
５
名

工
業
部
会　
３
名

建
設
業
部
会　
３
名

飲
食
・
観
光
・
衛
生
業
部
会　
５
名

庶
業
部
会　
５
名

　
〈
１
号
議
員
の
立
候
補

　
　
　
締
め
切
り
は
９
月
29
日
〉

　

残
る
１
号
議
員
30
名
は
、
立
候

補
・
選
挙
で
行
わ
れ
ま
す
。
９
月

16
日
か
ら
立
候
補
の
受
付
を
開
始

し
、
９
月
29
日
午
後
４
時
で
立
候

補
を
締
め
切
り
ま
す
。

　

選
挙
投
票
日
は
10
月
６
日
（
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）
と

し
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
す
。
立
候

補
者
数
が
１
号
議
員
の
定
数
を
超

え
な
い
場
合
は
、
投
票
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
。
当
選
人
の
確
定
告
示
は
、

10
月
７
日
商
工
会
議
所
に
提
示
さ

　

令
和
７
年
10
月
31
日
の
任
期
満

了
に
伴
う
議
員
の
改
選
が
、
議
員

選
挙
選
任
規
定
に
従
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
26
日
、
当
所
に
お
い
て
第

３
回
常
議
員
会
が
開
か
れ
、
３
号

議
員
の
選
考
や
各
部
会
に
対
す
る

２
号
議
員
の
割
当
数
に
つ
い
て
慎

重
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
常
議
員
会
の

手
続
き
に
伴
い
、
同
日
３
号
議
員

の
選
任
確
定
告
示
が
商
工
会
議
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
任
さ
れ
た

３
号
議
員
９
名
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

加
藤
克
美　
白
子
屋
酒
店

本
間　
亨　
房
州
物
流
㈱

本
橋
亮
一　
㈲
も
と
は
し

御
子
神
徳
重㈱

ユ
タ
カ
設
備
工
業
所

角
田
吉
夫　
㈲
ピ
ー
ス
製
菓

渡
辺
雄
二　
渡
辺
建
設
㈱

川
名
光
俊　
㈱
清
水
屋
商
店

上
山
立
巳　
㈲
カ
ミ
ヤ
マ

館
石
正
文　
南
房
観
光
㈱

　
〈
２
号
議
員
（
21
名
）
は

　
　
　
　
　
　
各
部
会
で
選
出
〉

　

ま
た
、
こ
の
日
の
常
議
員
会
で

れ
ま
す
。
10
月
８
日
に
は
、
全
当

選
議
員
並
び
に
選
任
議
員
の
告
示

が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
議
員
選
挙

選
任
事
務
が
完
了
し
ま
す
。

　

現
議
員
の
任
期
は
10
月
31
日
で

満
了
と
な
り
、
新
議
員
は
11
月
１

日
か
ら
就
任
し
、
令
和
10
年
10
月

31
日
ま
で
の
間
、
館
山
商
工
会
議

所
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
議
員
総

会
の
構
成
員
と
し
て
職
務
を
遂
行

し
ま
す
。



会 議 所 だ よ り
（3）令 和 7 年 9 月 10 日

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

約５千発を打上げ！

第６１回 館山湾花火大会
昨年を上回る７万人の観客で盛況裡に開催

～
約
３
３
０
の
事
業
所
・
団
体
の
皆
様　

 

　

  

か
ら
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
！
～

　
館
山
の
夏
の
夜
を
彩
る
一
大
行
事
と
し
て
、

地
元
住
民
は
も
と
よ
り
多
く
の
観
光
客
か
ら
も

絶
大
な
人
気
を
誇
る
『
館
山
湾
花
火
大
会
』
が
、

８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
色
と
り
ど
り
の
花
火
が
漆
黒
の
夜
空
や
海
面
を

染
め
上
げ
、
お
か
げ
さ
ま
で
約
７
万
人
の
観
客
の

歓
声
と
拍
手
を
も
っ
て
、
盛
況
裡
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
地
域
住
民
へ
の
日

頃
の
感
謝
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の

花
火
大
会
は
、
本
年
度
も
会
員
の
皆
様
を
中
心

と
し
た
協
賛
者
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
、

約
５
０
０
０
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
29
回
を
迎
え
た
「
花
火
と
フ
ラ
メ
ン

コ
」で
は
、
海
岸
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
大
学
生
達
に
よ

る
華
や
か
な
フ
ラ
メ
ン
コ
が
披
露
さ
れ
、
水
中
花

火
や
打
上
花
火
と
の
絢
爛
豪
華
な
共
演
が
観
客
を

魅
了
し
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
那
古
里
山
ク
ラ
ブ
に

よ
る
「
電
光
ひ
か
り
大
文
字
」
を
「
南
総
里
見
八
犬

伝
」
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
に
因
み
「
〝
犬
〟
文

字
」
と
し
て
点
灯
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
館
山
湾
内
に
錨
泊
し
、
花
火

と
共
に
夜
景
に
色
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
「
に
っ

ぽ
ん
丸
」
は
２
０
２
６
年
５
月
に
引
退
が
発
表
さ

れ
て
い
る
た
め
、
館
山
湾
花
火
大
会
と
の
共
演
は

本
年
で
見
納
め
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
ご
協
賛
を
頂
き
ま
し
た
皆

様
、
並
び
に
大
会
開
催
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関

係
機
関
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む
域
金
融
機
関
が
既
存
の
組
織
・
シ
ス

テ
ム
を
維
持
・
改
善
す
る
コ
ス
ト
が

賄
え
な
く
な
り
、
収
益
性
が
低
下

し
て
い
け
ば
、
金
融
仲
介
機
能
を
効

果
的
か
つ
効
率
的
に
働
か
せ
る
こ
と

が
難
し
く
な
る
。

　

地
域
金
融
機
関
の
預
金
の
流
出

先
に
は
、
人
口
が
集
中
し
、
相
続
人

が
多
く
居
住
し
て
い
る
首
都
圏
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
流
出
す
る
経
路

と
し
て
は
、
以
下
の
三
つ
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
ず
、
地
域
金
融
機
関
か
ら

国
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
都
銀
へ
の

預
金
の
シ
フ
ト
で
あ
る
。
日
本
銀
行

の
「
貸
出
・
預
金
動
向
」
の
デ
ー
タ

で
銀
行
業
態
別
の
預
金
残
高
の
変

化
率
を
見
る
と
、
銀
行
業
態
（
こ
こ

で
は
都
銀
、
地
銀
、
第
二
地
銀
、
信

用
金
庫
）
を
問
わ
ず
、『
コ
ロ
ナ
預

金
』（
２
０
２
０
年
度
か
ら
21
年
度

に
か
け
て
政
府
の
給
付
金
な
ど
に
よ

り
急
増
し
た
個
人
の
普
通
預
金
）
の

反
動
で
伸
び
率
は
低
下
傾
向
に
あ

る
。
特
に
信
用
金
庫
と
第
二
地
銀
の

伸
び
率
が
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
銀
行
全
体
の
預
金
残
高
は
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
銀
行
業
態
の
中
で
都
銀
が
シ
ェ

ア
を
唯
一
伸
ば
し
て
い
る
［
注
１
］。

こ
の
た
め
都
銀
へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん

　

地
元
住
民
が
保
有
す
る
地
域
金

融
機
関
の
預
金
は
、
地
域
経
済
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
地
域
金
融
機
関
の
金
融
仲
介

に
よ
っ
て
、
預
金
は
主
に
地
元
の
産

業
、
企
業
へ
の
貸
し
出
し
な
ど
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
「
稼
ぐ

力
」
を
資
金
面
で
支
え
て
い
る
。
た

だ
し
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

展
し
て
い
る
地
方
圏
の
県
で
は
、
人

口
お
よ
び
世
帯
数
の
減
少
と
相
続
に

よ
っ
て
、
地
域
経
済
を
支
え
る
原
資

で
あ
る
預
金
が
県
外
に
流
出
し
て
い

る
。
預
金
が
流
出
し
て
も
金
融
仲
介

が
機
能
し
続
け
れ
ば
い
い
が
、
預
金

基
盤
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
主
な

理
由
と
し
て
、
相
続
に
よ
っ
て
地
方

圏
か
ら
都
市
圏
に
流
出
し
た
預
金

の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
地

域
金
融
機
関
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

相
対
的
に
遅
れ
て
い
る
、
も
し
く
は

そ
の
効
果
が
低
い
こ
と
、
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。

　

第
二
の
流
出
経
路
と
し
て
、
地
域

金
融
機
関
か
ら
ネ
ッ
ト
銀
行
へ
の
預

金
の
流
出
で
あ
る
。
銀
行
業
界
全

体
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
預
金
残
高
は
増

え
た
も
の
の
、
同
時
に
ネ
ッ
ト
銀
行

も
台
頭
し
た
。
こ
の
傾
向
が
現
在
も

続
い
て
お
り
、
最
近
の
ネ
ッ
ト
銀
行

主
要
６
行
［
注
２
］
の
預
金
残
高
合

計
は
20
年
か
ら
24
年
で
１
・
９
倍
と

な
っ
た
（
各
社
決
算
デ
ー
タ
よ
り
）。

と
り
わ
け
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
成
長

が
著
し
い
。
銀
行
全
体
の
預
金
規
模

（
24
年
度
末
時
点
で
約
１
０
０
０
兆

円
）［
注
１
］
か
ら
す
れ
ば
比
率
的

に
は
小
さ
い
も
の
の
、
24
年
３
月
期

の
主
要
ネ
ッ
ト
銀
行
の
預
金
残
高
合

計
は
最
大
手
の
地
銀
を
し
の
ぎ
、
34

兆
円
を
超
え
て
い
る
。

　

第
三
の
流
出
経
路
と
し
て
は
、
地

域
の
中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
法

人
の
預
金
口
座
か
ら
、
ネ
ッ
ト
銀
行

あ
る
い
は
メ
ガ
バ
ン
ク
の
提
供
す
る

法
人
預
金
口
座
へ
の
移
行
で
あ
る
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
［
注
３
］
に
よ

れ
ば
「
ネ
ッ
ト
銀
行
が
『
メ
イ
ン
バ

ン
ク
』
の
企
業
が
急
増
」
し
て
お
り
、

「
２
０
１
３
年
は
わ
ず
か
６
６
５
社

だ
っ
た
」
が
、「
２
０
１
８
年
は
１
，

７
５
１
社
、
２
０
２
３
年
は
４
，
３

２
２
社
と
、
コ
ロ
ナ
禍
を
含
む
５
年

間
で
約
２
・
５
倍
に
増
え
た
」
と
し

て
い
る
。
高
い
利
便
性
と
安
い
手
数

料
な
ど
で
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
選
ぶ
企

業
が
増
え
続
け
て
い
る
。
加
え
て
、

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
「
Ｔ
ｒ
ｕ
ｎ

ｋ
」は
中
小
企
業
向
け
の
口
座・カ
ー

ド
を
軸
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
総
合
金
融

サ
ー
ビ
ス
で
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
通

じ
、
法
人
預
金
口
座
に
つ
い
て
も
粘

着
性
の
高
い
預
金
を
獲
得
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
金
融
機

関
に
と
っ
て
は
脅
威
と
な
ろ
う
。

　

以
上
三
つ
の
流
出
経
路
を
踏
ま

え
る
と
、
預
金
基
盤
の
主
導
権
争
い

は
、
預
金
が
相
続
に
よ
っ
て
地
方
圏

か
ら
都
市
圏
へ
の
移
行
が
進
む
、
あ

る
い
は
ネ
ッ
ト
銀
行
へ
の
シ
フ
ト
が

進
む
中
で
、
地
域
金
融
機
関
と
都

銀
、
都
銀
と
ネ
ッ
ト
銀
行
の
間
で
、

本
格
的
に
激
化
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
。
こ
の
背
景
に
は
、
ネ
ッ
ト
銀
行

に
よ
る
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の
オ
ー
プ
ン

化
（

標
準
化
）、
す
な
わ
ち
『
地

域
』
の
オ
ー
プ
ン
化
と
金
融
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
が
ま
す

ま
す
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
将
来
的
に
「
地
域
×
銀

行
＝
地
域
銀
行
」
と
い
う
方
程
式

が
成
り
立
つ
の
か
と
い
う
懸
念
が
高

ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、「
オ
ー
プ

ン
化
す
る
世
界
」
と
従
来
型
の
「
ク

ロ
ー
ズ
し
た
銀
行
の
世
界
」
と
の
は

ざ
ま
に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ン
化
す
る

世
界
に
参
入
し
な
が
ら
も
、
収
益

を
上
げ
て
地
域
の
金
融
仲
介
機
能

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

が
、
地
域
金
融
機
関
に
試
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
７
月
18
日
執
筆
）

［
注
１
］
大
和
総
研
調
査
季
報
２
０

２
５
年
夏
季
号
「
金
利
上
昇
下
に
お

け
る
預
金
基
盤
の
重
要
性
の
高
ま

り
～
預
金
を
制
す
る
も
の
は
金
融

業
界
を
制
す
～
」
内
野
逸
勢
、
森

駿
介（
25
年
７
月
24
日
）Ｐ・46
参
照
。

［
注
２
］
預
金
残
高
１
兆
円
超
規
模

の
銀
行
で
あ
る
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
銀

行
、
ソ
ニ
ー
銀
行
、
楽
天
銀
行
、
住

信
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ネ
ッ
ト
銀
行
、
ａ
ｕ
じ
ぶ

ん
銀
行
、
大
和
ネ
ク
ス
ト
銀
行
。

［
注
３
］
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
「
２

０
２
３
年
『
ネ
ッ
ト
銀
行
メ
イ
ン
バ

ン
ク
』
調
査
」（
23
年
８
月
24
日
付
）

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢

「
地
方
圏
か
ら
の
預
金
流
出
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
影
響
」

「
地
方
圏
か
ら
の
預
金
流
出
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
影
響
」



会 議 所 だ よ り
（5）令 和 7 年 9 月 10 日

中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

事
故
の
影
響
は
取
引
先
に
も

　

電
子
メ
ー
ル
の
誤
送
信
や
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
誤
設
定
に
よ
る

情
報
漏
え
い
、
退
職
者
に
よ
る
情

報
持
ち
出
し
、
外
部
か
ら
の
サ
イ

バ
ー
攻
撃
に
よ
る
業
務
の
停
止
な

ど
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
の
影
響

は
自
社
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
取

引
先
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
少
な
く
な
い
。
経
営
者
は
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
を
企
業
リ

ス
ク
と
捉
え
、
対
策
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
自
社
の
対
策

状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
を
参
考
に
し
て
自
社
に

合
っ
た
対
策
・
ル
ー
ル
を
決
め
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
で
は
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
併
せ
て
、
対
策
状
況
を

把
握
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
を
無
償

で
提
供
し
て
い
る
の
で
、
活
用
い

た
だ
き
た
い
。

③�

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
経

営
可
視
化
ツ
ー
ル

　
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
経
営

可
視
化
ツ
ー
ル
」
は
、
経
済
産
業

省
と
Ｉ
Ｐ
Ａ
が
発
行
し
た
「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
経
営
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
定
め
る
重
要
10
項
目

の
実
施
状
況
を
５
段
階
の
成
熟
モ

デ
ル
で
可
視
化（
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
表
示
）
で
き
る
診
断
ツ
ー
ル
。

業
界
平
均
値
と
の
比
較
が
可
能
な

ほ
か
、
海
外
拠
点
が
あ
る
企
業
で

も
利
用
可
能
な
英
訳
版
も
提
供
し

て
い
る
。

従
業
員
教
育
の　
　
　
　

教
材
も
無
償
提
供

　

診
断
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
対
策

状
況
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
対
策
の
優
先
順
位
付
け
が
で

き
、
適
切
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
投
資

の
実
行
が
可
能
と
な
る
。

　

優
先
順
位
が
低
い
な
ど
の
理
由

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ツ
ー
ル
へ

の
投
資
が
で
き
な
い
場
合
は
、
人

的
対
策
へ
の
投
資
が
現
実
的
な
選

択
肢
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
電
子
メ
ー
ル
経
由

で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ
ス
ク
へ
対

応
す
る
た
め
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
機
能
を
持
つ
メ
ー
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
の
で
は

な
く
、
従
業
員
が
不
審
な
電
子

メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
開
か

な
い
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
な

い
た
め
の
教
育
を
行
う
と
い
っ
た

具
合
で
あ
る
。

　

従
業
員
を
教
育
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
自
社
の
対
策
・
ル
ー
ル
を

周
知
す
る
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
そ

の
対
策
を
取
る
必
要
が
あ
る
か
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｐ
Ａ
で
は
、
必
要
性
の
理
解

な
ど
に
役
立
つ
動
画
教
材
や
ス
ラ

イ
ド
教
材
な
ど
を
無
償
で
提
供
し

て
い
る
。
従
業
員
教
育
に
、
ぜ
ひ

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ツ
ー
ル
で　
　

自
社
診
断

①�

５
分
で
で
き
る
！
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
自
社
診
断

　
「
５
分
で
で
き
る
！
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
自
社
診
断
」
は
、「
中
小
企

業
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
定
め
る
25
個
の

診
断
項
目
に
答
え
る
こ
と
で
、
自

社
の
対
策
状
況
を
簡
単
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
診
断
ツ
ー
ル
。

こ
れ
か
ら
組
織
的
な
対
策
に
取
り

組
み
た
い
と
い
う
中
小
企
業
は
ぜ

ひ
試
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②�

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ベ

ン
チ
マ
ー
ク

　
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
」
は
、
40
個
の
診
断

項
目
に
答
え
る
こ
と
で
組
織
の
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
の
実
施

状
況
を
、
自
ら
が
評
価
す
る
診

断
ツ
ー
ル
。
評
価
項
目
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
７
０
０
１
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
関
す

る
国
際
規
格
）
の
管
理
策
を
ベ
ー

ス
と
し
て
い
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ

の
認
証
取
得
に
向
け
た
準
備
と
し

て
も
有
効
で
あ
る
。

対
策
状
況
把
握
に
ツ
ー
ル
の
活
用
を

独
立
行
政
法
人

�

情
報
処
理
推
進
機
構　

江
島
将
和

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
材
・
ツ
ー

ル
」
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
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営業時間 11:00 ～ 16:00　水曜定休
館山市湊 493-24　昭和運送興業㈱となり

ふるさとの　　
を応援しています。

　

先
日
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
研
究
の
第

一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
医
学
博

士
、
有
田
秀
穂
氏
の
話
を
聴
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ロ
ト
ニ
ン

は
、
脳
内
で
働
く
神
経
伝
達
物
質

の
一
つ
で
、「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
精
神
を
安
定
さ

せ
る
働
き
が
あ
り
、
不
足
す
る
と

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
不
安
感
が
増

し
た
り
す
る
そ
う
で
す
。
ス
ト
レ

ス
の
多
い
生
活
を
送
る
現
代
人
は
、

こ
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
働
き
を
う
ま

く
利
用
し
て
心
身
の
状
態
を
良
く

保
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
有
田
氏
は

言
い
ま
す
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
脳
の
中
心
部

に
位
置
す
る
脳
幹
に
あ
る
セ
ロ
ト

ニ
ン
神
経
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、

分
泌
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
そ
う

で
す
。
こ
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
の

近
く
に
、
歩
行
や
そ
し
ゃ
く
、
呼

吸
を
つ
か
さ
ど
る
中
枢
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
歩
行
運
動
や
食
べ
物

を
か
む
こ
と
、
意
識
的
な
呼
吸
に

よ
っ
て
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
を
刺
激

す
る
こ
と
が
有
効
と
の
こ
と
で
し

た
。
太
陽
の
光
に
当
た
る
こ
と
も

良
い
そ
う
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

例
え
ば
歩
行
に
関
し
て
、
通
勤
・

通
学
で
歩
く
と
い
っ
た
刺
激
が
多

い
環
境
で
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や

す
効
果
が
減
り
、
公
園
や
遊
歩
道

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
よ
う
に
、
歩

く
こ
と
に
集
中
で
き
る
環
境
の
方

が
良
い
そ
う
で
す
。

　

呼
吸
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ガ
や
座

禅
の
時
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な

ゆ
っ
く
り
大
き
く
吐
い
て
吸
う
こ

と
を
繰
り
返
す
の
が
有
効
だ
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

か
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
野
球

の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
中
継
で
選
手

が
ガ
ム
や
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
試
合

中
に
か
ん
で
い
る
の
は
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
や
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
の

に
効
果
的
だ
と
経
験
上
知
っ
て
い

る
か
ら
」
だ
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
人
前
で
も
の
を
か

む
こ
と
は
失
礼
に
当
た
る
、
行
儀

が
悪
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
品
も
昔
に
比
べ
て
や
わ

ら
か
い
も
の
が
増
え
、
ス
ル
メ
の

よ
う
な
か
み
応
え
の
あ
る
も
の
を

取
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

た
め
、「
か
む
こ
と
」
が
軽
視
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し

て
い
ま
し
た
。

　

ス
ル
メ
に
限
ら
ず
、
か
み
応
え

の
あ
る
食
べ
物
は
、
全
国
各
地
に

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
北

海
道
の
鮭
と
ば
や
コ
マ
イ
、
東
北

地
方
の
貝
ひ
も
、
明
石
な
ど
の
干

し
タ
コ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
漬
物
や
干
し
芋
な
ど
の
野
菜

に
も
、
か
み
応
え
の
あ
る
伝
統
食

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
分
野
の
商
品
は
こ
れ

ま
で
、
主
に
独
特
の
味
わ
い
と
風

情
を
持
つ
酒
の
つ
ま
み
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
科
学
的

な
視
点
で
見
直
せ
ば
、
新
た
な
価

値
が
生
じ
て
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
「
行
儀
が
悪
い
」
と
い
っ

た
こ
と
に
関
し
て
は
、
時
代
に

よ
っ
て
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
「
食
べ
歩
き
」
は
、

昔
の
価
値
観
で
は
行
儀
が
悪
い
と

さ
れ
て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
で
は
す
っ
か
り
市
民

権
を
得
て
定
着
し
た
飲
食
ス
タ
イ

ル
と
な
り
、
観
光
地
の
グ
ル
メ
開

発
で
は
必
須
の
ジ
ャ
ン
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
知
見
や
時

代
の
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
ガ
ム

や
グ
ミ
と
い
っ
た
お
菓
子
以
外
に

も
、「
か
む
こ
と
」
の
機
能
性
や
健

康
へ
の
効
果
に
注
目
し
た
商
品
の

市
場
が
新
し
く
つ
く
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
注
目
し

て
い
ま
す
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

渡
辺　

和
博

『
か
む
こ
と
』
の
深
掘
り
で

　
　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
可
能
性

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信
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「
流
れ
星
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
」

　

流
れ
星
に
願
い
事
を
唱
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

夜
に
外
を
歩

い
て
い
る
と
、
ご
く
た
ま
に
す
っ

と
星
が
流
れ
、
あ
っ
と
気
付
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
は
、
流
星
群
が
多
く
、

流
れ
星
が
多
く
見
ら
れ
る
季
節
で

す
。
流
星
群
が
現
れ
る
日
に
は
、

１
時
間
に
何
個
も
観
察
で
き
ま
す

の
で
、
の
ん
び
り
夜
空
を
眺
め
る

と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

天
気
の
観
点
か
ら
も
、
夏
か
ら

秋
は
星
空
を
観
察
す
る
の
に
も
っ

て
こ
い
の
季
節
で
す
。
観
察
に
邪

魔
に
な
る
の
が
、
空
一
面
に
広
が

る
層
状
の
雲
で
す
が
、
夏
の
雲
は

も
こ
も
こ
し
た
積
雲
が
多
い
の
で
、

空
全
体
を
雲
が
覆
う
こ
と
が
な

く
、
多
少
雲
が
出
た
と
し
て
も
隙

間
の
方
が
多
く
な
る
た
め
、
星
空

が
見
え
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
秋
は
す
っ
き
り
と
晴
れ
る

日
が
多
く
、
ち
り
や
ほ
こ
り
も
少

な
い
の
で
、
天
高
い
空
が
広
が
り

ま
す
。
夜
も
気
温
が
高
め
で
冷
え

込
ま
な
い
の
で
、
外
で
も
長
い
時

間
、
夜
空
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
流
れ
星
が
流
れ
て
い
る

間
に
、
３
回
願
い
事
を
唱
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
、
そ
の
願
い
事
が

か
な
う
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
ね
。
し
か
し
、
実
際
は
流

れ
星
が
流
れ
る
時
間
は
１
秒
く
ら

い
で
す
の
で
、
何
を
言
う
か
考
え

て
い
る
間
に
消
え
て
し
ま
う
も
の

で
す
。
ぱ
っ
と
思
い
付
き
で
言
う

の
も
難
し
い
く
ら
い
で
す
よ
ね
。

　

で
は
、
こ
の
流
れ
星
に
願
い
事

を
唱
え
る
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
が

考
え
る
に
は
、
い
か
に
普
段
か
ら

自
分
の
願
い
を
認
識
し
て
い
る
か
、

瞬
時
に
願
い
事
を
言
え
る
く
ら
い

心
に
刻
ま
れ
て
い
る
か
が
、
試
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
。
突
然
の
流
れ
星
に
も
３
回

願
い
を
言
え
る
く
ら
い
の
意
識
が

あ
れ
ば
、
行
動
も
伴
い
、
夢
の
実

現
に
つ
な
が
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

先
日
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
」

に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
み
ま

し
た
。
自
分
の
情
熱
を
明
確
に
し

て
生
き
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
情
熱
と
は
静
か
な

る
ワ
ク
ワ
ク
。
趣
味
に
没
頭
す
る

な
ど
、
指
示
さ
れ
な
く
て
も
自
然

と
行
動
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

な
時
は
情
熱
を
感
じ
て
い
ま
す
。

よ
く
、
な
り
た
い
自
分
に
な
る
た

め
の
目
標
を
立
て
ま
す
が
、
た
だ

ゴ
ー
ル
と
い
う
結
果
だ
け
を
考
え

て
い
る
と
、
日
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
す
る
の
が
大
変
で
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
自
分
の
心
に
響
く

こ
と
が
何
で
あ
る
か
、
ど
ん
な
こ

と
に
情
熱
を
感
じ
る
か
、
紙
に
書

き
出
し
て
み
て
、
目
標
や
行
動
が

そ
の
情
熱
を
満
た
す
も
の
で
あ
る

か
確
認
し
て
み
る
と
い
い
よ
う
で

す
。
ワ
ク
ワ
ク
が
あ
る
と
、
努
力

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
係
な
く
、

楽
し
み
な
が
ら
夢
の
実
現
に
向

か
っ
て
い
け
る
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
も
し
子
ど
も
に
「
流
れ

星
が
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
の

は
な
ぜ
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
ど

う
し
ま
し
ょ
う
。「
瞬
時
に
お
願
い

で
き
る
く
ら
い
夢
を
意
識
し
て
い

る
か
ら
。
決
し
て
他
力
本
願
で
は

な
い
の
だ
よ
」
と
答
え
て
あ
げ
た

い
で
す
ね
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士　

藤
富　

郷
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松
下
家
は
和
歌
山
県
和
佐

村
の
豪
農
で
、
幸
之
助
は
そ

の
家
の
８
人
き
ょ
う
だ
い
の

末
っ
子
と
し
て
何
不
自
由
な

く
育
っ
た
が
、
父
の
政
楠
が

米
相
場
で
大
損
し
た
の
で
、

９
歳
の
時
に
口
減
ら
し
の
た

め
に
奉
公
に
出
さ
れ
た
。
夜

に
な
る
と
母
が
恋
し
く
て
泣

い
た
が
、
そ
ん
な
幸
之
助
に

父
は
「
昔
か
ら
偉
く
な
っ
て

い
る
人
は
、
皆
小
さ
い
時
か

ら
他
人
の
家
に
奉
公
し
た
り
、

苦
労
し
て
立
派
に
な
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
決
し
て
辛
く

思
わ
ず
よ
く
辛
抱
せ
よ
」（
松

下
幸
之
助
著
『
私
の
行
き
方

考
え
方
』
実
業
之
日
本
社
）

と
諭
し
た
と
い
う
。
こ
の
言

葉
は
生
涯
、
幸
之
助
の
心
の

支
え
と
な
っ
た
。

　

15
歳
の
時
奉
公
を
や
め
て

大
阪
電
燈
に
入
社
し
た
が
、

精
勤
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
、

配
線
工
事
の
助
手
か
ら
短
期

間
で
工
事
検
査
員
に
出
世
し

た
。
仕
事
は
１
日
３
時
間
で

終
わ
る
楽
な
も
の
だ
っ
た
が
、

亡
き
父
が
「
商
売
で
身
を
立

て
よ
」
と
語
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
職
に
安
住
せ
ず
、
思
い

切
っ
て
松
下
電
器
を
創
設
し
、

ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た

の
で
あ
る
。
考
案
し
た
二
股

ソ
ケ
ッ
ト
は
大
当
た
り
し
、

自
前
の
工
場
を
持
つ
ま
で
に

な
っ
た
。

　

大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
、

今
度
は
長
時
間
使
え
る
電
池

式
自
転
車
ラ
ン
プ
を
開
発
。

こ
れ
は
必
ず
売
れ
る
と
信

じ
、
大
量
生
産
に
踏
み
切
っ

た
。
と
こ
ろ
が
自
転
車
販
売

店
は
、
ま
っ
た
く
相
手
に
し

て
く
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
す

る
と
幸
之
助
は
社
の
命
運
を

賭
け
、
大
阪
中
の
小
売
店
に

数
個
ず
つ
無
料
で
自
転
車
ラ

ン
プ
を
配
り
、「
品
物
が
信
用

で
き
る
と
思
っ
た
ら
売
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
頼
ん
だ
の
だ
。

こ
の
捨
て
身
作
戦
は
功
を
奏

し
、
数
カ
月
も
た
つ
と
、
販

売
店
か
ら
注
文
が
殺
到
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
自
社
の
製

品
に
絶
対
的
な
自
信
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
手

法
が
取
れ
た
の
だ
。

　

昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
、

前
年
に
始
ま
っ
た
世
界
恐
慌

が
国
内
に
波
及
し
、
昭
和
恐

慌
と
な
っ
た
。
多
く
の
企
業

が
倒
産
し
、
ち
ま
た
に
失
業

者
が
あ
ふ
れ
た
。
松
下
電
器

も
売
り
上
げ
は
激
減
、
倉
庫

に
入
り
切
れ
ぬ
ほ
ど
在
庫
を

抱
え
た
。
幸
之
助
は
こ
の
時

期
、
病
に
伏
せ
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
社
長
の
枕
頭
（
ち
ん

と
う
）に
重
役
が
集
ま
り
、「
生

産
量
と
従
業
員
を
半
減
す
る
」

と
い
う
幹
部
の
総
意
を
伝
え

た
。
す
る
と
病
床
の
幸
之
助

は
、
意
表
を
突
く
言
葉
を
発

し
た
。

「
生
産
は
即
日
半
減
す
る
が
従

業
員
は
一
人
も
減
ら
さ
な
い
。

こ
の
た
め
工
場
は
半
日
勤
務

と
す
る
。
し
か
し
従
業
員
に

は
日
給
の
全
額
を
支
給
す
る
。

そ
の
代
わ
り
全
員
で
休
日
も

廃
止
し
て
ス
ト
ッ
ク
品
の
販

売
に
努
力
す
る
」（
前
掲
書
）、

そ
う
命
じ
た
の
だ
。
社
長
の

意
向
を
知
っ
た
社
員
は
、
み

ん
な
狂
喜
し
た
。

　

松
下
電
器
と
い
う
会
社
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
社

員
を
見
捨
て
る
こ
と
は
し
な

い
の
だ
」。
そ
の
確
信
が
全
社

員
に
奮
起
を
促
し
、
山
の
よ

う
な
在
庫
は
わ
ず
か
２
カ
月

で
一
掃
さ
れ
た
。

　

幸
之
助
は
、
以
後
も
プ
ラ

ス
思
考
で
ピ
ン
チ
を
切
り
抜

け
、
松
下
電
器
を
世
界
企
業

へ
と
飛
躍
さ
せ
て
い
っ
た
。
何

が
あ
っ
て
も
決
し
て
悲
観
し

な
い
こ
と
、
そ
れ
が
苦
節
時

代
に
幸
之
助
が
身
に
付
け
た
、

経
営
哲
学
の
神
髄
で
あ
っ
た
。

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
経
営
の
神
様
・
松
下
幸
之
助
」

10月1日から県税事務所などの受付時間を午後4時までに短縮する試行を行います！

　千葉県では、10月1日より県内13県税事務所（銚子・大多喜支所含む）及び自動車税事務所（自
動車税事務所の 4支所を除く）について、受付時間を午後 4時までに短縮する試行を行います。

　職員の適切な勤務環境を実現し、引き続き利用者のサービス向上に努めていきますので、御理解・御協
力をお願いいたします。
◎お問い合わせはこちらまで…☞	 館山県税事務所	 ℡ 0470-22-7117
	 県税務課　　　	 ℡ 043-223-2128

現行
午前 9時～午後 5時

令和 7 年 10 月 1 日から試行 午前 9時～午後 4時
試行結果を検証し、令和 8 年 10 月からの本格導入
を検討します。
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8 月 8日、" 第 29回花火とフラメンコ 2025" 事業を盛大に終えることができました！
今年も、全国学生フラメンコ連盟（フレスポン）の多数の学生達が、花火をバックに情熱的な
フラメンコ舞踊を披露し、花火大会を一層盛り上げました。
都合により参加できる大学が限られてしまったものの、合宿期間も 4泊 5日に増え、講座や南
房総市での無料ワークショップも実施することができました。
また当日は森市長をはじめ、多数のご来賓にもご臨席賜りました。
ご協力頂きました関係各位、ご来場頂きました皆様に改めて感謝いたします。

実行委員長　井月　昇

青 年 部 の 窓 【事業報告】

地方税ポータルサイト『ｅＬＴＡＸ』を利用すれば、地方税の申告及び納税のほか、
各種申請・届出の手続きをオンラインで完了できます。
千葉県では、約８６％(令和７年３月末現在)の法人の皆さまに『ｅＬＴＡＸ』による
電子申告をご利用いただいております。

地方税の電子申告・納税は、
をぜひご利用ください。

ｅＬＴＡＸイメージキャラクター
「エルレンジャー」

【お問合せ先】千葉県館山県税事務所課税課 0470-22-7117 2025年7月発行
＊＊＊皆様のご理解とご協力をお願いします。＊＊＊

千葉県

eLTAXを利用するに当たっては、利用者IDを取得する必要があります。
eLTAXの利用開始や具体的な利用方法等に関する詳しい情報は、地方税共同機構が
運営するeLTAXホームページをご覧ください。

hhttttppss::////wwwwww..eellttaaxx..llttaa..ggoo..jjpp//

ご不明な点は、eLTAXホームページの「よくあるご質問」をご覧ください。
hhttttppss::////eellttaaxx..ccuusstthheellpp..ccoomm//
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専門家による経営相談窓口のご案内専門家による経営相談窓口のご案内
　当所では、インボイス制度の導入やエネルギー価格・物価の高騰、賃上げ・最低賃金引上げ、新型コロ
ナウイルス感染症、デジタル化等への対応等、様々な事業環境変化の影響を受ける、中小・小規模事業者
に対し、経営相談や各種補助金の申請サポートなどの効果的な支援を提供するため、専門家による経営相
談窓口を開設いたします。
　相談窓口は事前予約制・先着順となっています。予約なしでのご相談はお受けできませんので、あらかじ
めご了承ください。
【相談内容】
①インボイス（適格請求書等保存方式）制度導入に向けた対応、各種支援策等に関するもの
②電子帳簿保存法に関するもの
③エネルギーその他の物価高騰への対策、各種支援策等に関するもの
④円安その他の物価高騰への対策、各種支援策等に関するもの
⑤コロナ禍からの再起に向けた経営力強化等に資する対策等および各種支援策に関するもの
⑥賃上げ、最低賃金引上げに関するもの
⑦デジタル化（ＩＴ、設備投資等）、デジタル化対応人材の確保に関するもの
⑧その他の事業環境変化に対応するための経営力強化等に資する対策等および各種支援策に関するもの
⑨補助金申請サポート等、各種補助金制度・支援策に関するもの（周知・申請サポート）

相　　談　　日 応相談
会　　　　　場 館山商工会議所または事業所
相　談　時　間 １事業所あたり２時間以内
申 し 込 み 方 法 事前予約制・先着順
お　問　合　せ ２２ ‐ ８３３０（館山商工会議所）

※�補助金に関するご相談は、事業者様が
作成を終えた事業計画書に対し、公
募要領等を確認しながらアドバイス
を差し上げます。
※�ご相談内容によっては、他の支援機
関をご紹介する場合もございます。


